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・2年次教育（臨床実習前）

・20名のグループによる授業

・毎週金曜日の午前中2時間の7回

・対話型・体験型授業

・演習，ワーク，グループディスカッション，

ロールプレイ，二人一組の話し合いなど

「マインドフルネスに基づく医療実践」



「マインドフルネスに基づく医療実践」

1. 注意と気づき

2. 調和のとれたコミュニケーション

3. 気づきと意思決定

4. 臨床的な調和

5. レジリエンスの形成

6. 苦悩への応答

7. マインドフルネスに基づく調和のとれた医療実践

とその後



苦痛と苦悩 (Pain and Suffering)

・人類共通の体験

・ラテン語：PatientはSufferに由来

・学ぶ機会がほとんどない

・臨床における課題

・苦痛 ≠ 苦悩

・苦悩 ＝ 苦痛 × 抵抗性

・苦悩：健全性 (integrity) を傷つける脅威から生じる



心を込めて呼吸をする (Mindful breathing)

・呼吸に注意を向ける

・息を吸いながら身体が静まる (Calm)

・息を吐きながら微笑む (Smile)

・注意が呼吸から逸れたら，再び呼吸にゆっくりと

注意を戻す

・呼吸を楽しむ



・これまでの人生で上手くいかず，苦悩していた時のことを考え

てみて下さい

・その時の人々との交流を思い出して下さい

・「助けになった応答」と「助けにならなかった応答」をリスト

アップして下さい（右半分と左半分）

・グループに分かれて自己紹介して下さい

・グループで分かち合って下さい

・グループで発表する人を決めて下さい

グループワーク：苦悩に対して「助けになった応答」
と「助けにならなかった応答」



コミュニケーションの態度
(Communication Stance)

・自分

・相手

・状況

『 MD Aware 』



・リストと「コミュニケーションの態度」との関係はどうで

しょうか

グループワーク：苦悩に対して「助けになった応答」
と「助けにならなかった応答」



調和のとれた態度

・自分，相手，状況が調和している

・今ここにしっかりと存在する

・相手としっかりと関わる

・自分の見方を表現する

・無意識的な反応に気づく

・調和

『 MD Aware 』



助けにならない応答

・非難される

・懇願される

・回避される

・見捨てられる

・超理性的に対処される



助けになる応答

・調和のとれた態度をとる

・じっくりと耳を傾ける

・しっかりとそこに存在する

・マインドフルネスにより気づきを深める



第4回国際Whole Person Care学会（オンライン）



・テーマ：危機に瀕した世界への調和のとれた応答

〜勇気，思いやり，コミュニティ，癒し人の心〜

・日 時：10月22日(金) 6:30 - 8:00

10月22日(金)22:00 - 26:30

10月23日(土)22:00 - 26:30

10月24日(日)22:00 - 26:30

・参加費：医師 250カナダドル（21,500円）

(早割)    医師以外 200カナダドル（17,200円）

・申込先： https://www.mcgill.ca/wpccongress/

第4回国際Whole Person Care学会（オンライン）
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